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占

贈
朧
阻
止
談
胤
謳
價
皐

　
　
　
　
　
（
山
畑
洋
二
）

万
－
7
0
万
円
。
約
４
億
３
千
万
円

と
い
う
年
間
予
算
か
ら
見
れ
ば
小

さ
い
が
、
貴
重
な
収
入
源
な
の
は

間
違
い
な
い
。
財
政
が
苦
し
く
。

コ
ピ
ー
ー
ー
、
切
干
一
枚
に
も
無
駄
を

出
す
ま
い
と
事
務
経
費
を
切
り
詰

め
て
い
る
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
◇

　
地
震
や
紛
争
の
際
い
ち
早
く
医

師
団
を
現
地
に
派
遣
し
、
被
災
者

や
難
民
の
医
療
支
援
を
行
う
の
が

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
役
回
だ
。
台
湾
の
地

震
で
は
発
生
翌
日
の
2
2
日
に
医
師

ら
５
人
を
送
り
込
ん
だ
。

　
前
日
の
2
1
日
に
も
、
混
乱
の
続

く
テ
ィ
モ
ー
ル
に
医
師
、
看
護
婦
、

調
整
員
各
二
人
か
ら
な
る
チ
ー
ム

を
派
遣
し
て
い
る
。

　
医
師
は
、
ふ
だ
ん
各
地
で
開
業

し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
協
力
者
。

緊
急
時
に
は
事
務
局
か
ら
連
絡
を

受
け
、
病
院
や
医
院
を
休
み
、
看

護
婦
と
現
地
に
飛
ぶ
。
調
整
員
は
、

現
地
で
責
任
者
と
の
折
衝
な
ど
、

医
師
が
仕
事
し
や
す
い
よ
う
支
援

す
る
。

　
日
常
の
仕
事
を
す
べ
て
中
断

し
、
現
地
の
事
情
が
ど
う
で
あ

れ
、
と
も
か
く
人
命
を
助
け
に
赴

く
Ｉ
Ｉ
－
。
こ
ん
な
基
本
姿
勢
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
世
界
的
に
知
ら
れ
る
国

際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
国
内
に
約
１
４
０
０
人
の
会
員

（
支
援
者
）
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

予
算
の
９
割
海
外
活
動
費

　
　
　
　
事
務
、
人
件
費
切
り
詰
め

調整員探しに苦労も
つるを使ったロープワークに取り組む

参加者（大分県の高島で）－ＡＭＤＡ

国際協力調幅員訓練センター提供
活
動
は
主
に
会
費
、
個
人
・
団
体

の
寄
付
金
、
補
助
金
・
助
成
金
な

ど
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
９
割
印

派
遣
チ
ー
ム
の
旅
費
、
滞
在
費
な

ど
海
外
で
の
活
動
に
充
て
ら
れ

る
。

　
　
「
い
つ
も
緊
急
派
遣
な
の
で
、

経
費
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
、
あ
ら

か
じ
め
予
測
で
き
な
い
」
と
会
計

ス
タ
ッ
フ
の
成
沢
貴
子
さ
ん

　
（
4
0
）
。
こ
の
た
め
国
内
の
事
務

費
や
人
件
費
は
極
力
削
ら
れ
る
。

有
給
の
ス
タ
ッ
フ
は
胃
－
1
8
人
。

緊
急
時
に
は
派
遣
す
る
メ
ン
バ
ー

の
人
選
か
ら
様
々
な
手
配
ま
で
、

体
む
間
も
な
い
忙
し
さ
に
な
る

が
、
平
均
給
与
は
月
約
1
0
万
円
。

　
企
業
を
退
職
後
、
広
報
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
た
小
油
彩
和
さ
ん
（
6
8
）

は
「
お
金
で
考
え
た
ら
割
に
合
わ

な
い
仕
事
。
生
活
は
年
金
で
賄
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
不
足
し
て
い
る
の
は
資
金
だ
け

で
は
な
い
。
調
整
員
が
絶
対
的
に

足
り
ず
、
い
つ
も
苫
労
し
て
人
づ

て
に
探
す
。
高
度
の
語
学
力
と
罰

台
湾
大
地
震

地
の
政
府
や
難
民
の
責
任
者
ら
、

時
に
は
軍
関
係
者
と
折
衝
で
き
る

力
を
備
え
た
人
は
多
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
年
春

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
協
力
調
整
貝
訓

練
セ
ン
守
古
（
広
願
巾
安
芸
区
）

を
発
足
さ
せ
た
。
派
遣
で
き
る
人

材
を
登
録
す
る
「
人
材
バ
ン
ク
」

の
機
能
も
あ
る
。
コ
ソ
ボ
や
東
テ

ィ
モ
ー
ル
で
の
紛
争
、
ト
ル
コ
地

震
、
台
湾
で
の
地
震
に
際
し
、
調

桜
貝
を
す
ぐ
探
し
出
し
た
の
も
こ

の
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。

　
ワ
月
に
は
、
初
の
「
緊
急
救
援

シ
ミ
ュ
レ
ー
ン
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

プ
」
を
大
分
県
の
無
人
島
で
行
っ

た
。
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を
持
つ
計

1
6
人
が
参
加
。
野
営
、
食
料
調
達
、

通
信
網
途
絶
を
想
定
し
た
衛
星
通

信
装
置
の
操
作
な
ど
の
訓
練
を
行

っ
た
。

　
関
谷
武
司
・
事
務
局
長
は
「
あ

ら
ゆ
る
事
象
に
対
応
で
き
る
様
々

な
専
門
技
能
を
持
つ
人
材
ネ
ッ
ト

マ
・
Ｉ
‘
ク
を
確
立
さ
せ
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

教
授
会
口
座
を
開
設
レ

　
兵
庫
県
西
宮
市
の
国
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ａ
Ｄ
ど

も
2
1
口
に
台
湾
の
地
震
被
災
地
に

ス
タ
ッ
フ
２
人
を
派
遣
し
、
救
援

支
援
合
「
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ａ
Ｄ
国
際
協
力

口
」
　
（
郵
便
局
総
合
通
帳
口
座
１
－

４
３
８
０
・
６
９
０
８
８
８
８
１
－

に
振
り
込
み
）
を
開
設
し
た
。
寄

せ
ら
れ
た
支
接
合
は
全
額
を
現
地

で
の
救
援
活
動
に
使
う
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
広
瀬
漢
和
さ
ん
は

　
「
多
く
の
方
々
の
浄
財
を
大
切
に

生
か
し
た
い
」
と
話
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
年
間
予
算

は
約
３
千
万
円
と
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
主
な
活
動
は
予
算
と
は
別

の
寄
付
に
頼
っ
て
い
る
。
今
年
８

月
の
ト
ル
コ
地
震
で
は
約
３
５
０

万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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